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●今月の主な内容
住宅取得・建築などの補助制度   2 ～ 3
古くなったガス管は早めに取り替えを   5
ふるさと納税のPRをお願いします   5
おぢや桜まつり   7
俳句甲子園出張講座in新潟  参加者募集   9
市役所人事異動   12
平成27年度成人式のご案内   13
お知らせ・健診日程   14 ～ 15

さよなら　ぼくたちの保育園さよなら　ぼくたちの保育園
市内保育園卒園式
　3月28日㈯、市内の全保育園で一斉に卒園
式が行われました。桜町のわかば保育園では、
18人の園児が卒園しました。卒園式では、園
児が小学校に入学後の目標を発表し、園長先
生から卒園証書が手渡されました。成長した
我が子の姿に、涙を浮かべる保護者もいらっ
しゃいました。
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◎
住
宅
取
得
補
助
制
度

　

こ
の
制
度
は
、
定
住
人
口
の
増
加
を
図
る
と

と
も
に
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
促
進
す
る
た

め
、
市
内
に
住
宅
を
建
築
ま
た
は
取
得
す
る
方

に
対
し
て
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

■
補
助
対
象
者
／
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
自
ら
居
住
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
住
宅
を
取

　

得
す
る
方
（
建
て
替
え
の
場
合
も
含
み
ま
す
）

②
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

③
自
己
名
義
で
当
該
住
宅
の
登
記
を
行
う
方

　
（
転
入
者
が
共
有
名
義
で
登
記
す
る
場
合
に

　

は
、
２
分
の
１
以
上
の
持
ち
分
を
有
す
る
必

　

要
が
あ
り
ま
す
）

※
た
だ
し
、
契
約
書
を
交
わ
さ
な
い
売
買
や
無

　

償
譲
渡
ま
た
は
相
続
に
よ
る
取
得
の
場
合
は
、

　

補
助
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

住
宅
を
取
得
す
る
方
を
応
援
し
ま
す

木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
を
行
う
方

を
応
援
し
ま
す

　

市
で
は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
耐
震
基
準
が
見
直
さ
れ
た
建
築
基

準
法
改
正
前
（
昭
和
56
年
5
月
31
日
ま
で
）
に

建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
を
対
象
と
し
た
補
助
制

度
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
制
度
も
、
必
要
書

類
を
添
え
て
着
手
前
に
申
請
し
、
補
助
金
交
付

決
定
後
に
着
手
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
と
な
る
要
件
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

担
当
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
木
造
住
宅
耐
震
診
断
費
補
助
制
度

　

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
受
け
る
人
に
診
断

費
の
一
部
を
補
助
し
、
自
己
負
担
額
が
1
万
円

と
な
る
補
助
制
度
で
す
。

　

木
造
住
宅
耐
震
改
修
設
計
費
、
改
修
工
事
費

補
助
制
度
や
木
造
住
宅
部
分
補
強
・
地
震
保
険

等
加
入
促
進
補
助
制
度
を
受
け
る
た
め
に
は
、

こ
の
耐
震
診
断
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

住
宅
を
取
得
す
る
方
／
木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
を
行
う
方

克
雪
住
宅
を
建
築
す
る
方
／
U
・
J
・
I
タ
ー
ン
を
す
る
方

応
援
し
ま
す
！

　

各
補
助
制
度
の
申
請
書
な
ど
は
建
設
課
に
あ
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.ojiya.niigata. jp/

か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
け
ま
す
。

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
建
設
課
建
築
住
宅
係

83
・

3
5
1
4

■
補
助
金
額
／

■
対
象
要
件
／

▽
住
宅
と
は
、
自
ら
居
住
す
る
こ
と
を
目
的
と

　

し
た
居
室
・
台
所
・
ト
イ
レ
・
浴
室
な
ど
を

　

備
え
て
い
る
延
べ
床
面
積
が
55
㎡
以
上
の
一

　

戸
建
て
住
宅
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

▽
市
内
業
者
と
は
、
市
内
に
本
社
、
本
店
を
有

　

し
て
い
る
法
人
ま
た
は
個
人
の
う
ち
、
住
宅

　

建
築
業
を
営
ん
で
い
る
者
ま
た
は
宅
地
建
物

　

取
引
業
法
に
基
づ
く
免
許
を
受
け
て
い
る
者

　

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

▽
転
入
者
と
は
、
本
市
に
転
入
し
た
日
ま
た
は

　

転
入
を
予
定
し
て
い
る
日
を
起
算
日
と
し
て
、

　

転
入
前
2
年
の
間
に
本
市
に
住
所
を
有
し
て

　

い
な
い
方
で
、
引
き
続
き
5
年
以
上
の
定
住

　

の
意
思
を
も
っ
て
本
市
に
転
入
し
た
方
（
た

　

だ
し
、
転
入
日
か
ら
1
年
以
内
に
申
請
さ
れ

　

る
方
が
対
象
）
ま
た
は
転
入
を
予
定
し
て
い

　

る
方
。
な
お
、『
小
千
谷
市
定
住
促
進
事
業

　

家
賃
補
助
』
の
交
付
を
受
け
た
方
が
、
最
終

　

の
家
賃
補
助
対
象
月
の
翌
月
1
日
か
ら
1
年

　

以
内
に
申
請
す
る
場
合
は
、
転
入
者
と
同
様

　

の
取
り
扱
い
と
し
ま
す
。

■
必
要
書
類
／

▽
申
出
書

▽
申
請
書

▽
請
負
契
約
書
の
写
し
（
建
築
の
場
合
）

▽
見
積
書
の
写
し
（
購
入
の
場
合
）

▽
住
宅
の
位
置
図
（
付
近
見
取
図
）

▽
各
階
の
平
面
図
（
延
べ
床
面
積
が
確
認
で
き

　

る
も
の
）

▽
納
税
証
明
書
・
定
住
誓
約
書
（
転
入
者
の
場
合
）

■
申
請
締
切
／
平
成
27
年
11
月
30
日
㈪

※
た
だ
し
、
予
定
数
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

※
建
築
す
る
場
合
は
工
事
の
着
手
前
に
、
購
入

　

す
る
場
合
は
契
約
の
日
の
前
日
ま
で
に
申
請

　

書
に
必
要
な
書
類
を
添
え
て
提
出
し
、
補
助

　

金
交
付
決
定
後
に
着
手
し
て
く
だ
さ
い
。
た

　

だ
し
、
事
前
に
申
出
書
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き

　

に
は
、
補
助
金
の
対
象
に
で
き
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
若
者
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
補
助
制
度

　

市
で
は
若
者
世
代
の
定
住
人
口
の
増
加
を
図

る
た
め
、
市
内
に
住
宅
を
建
築
ま
た
は
取
得
す

る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
住
宅
取
得
補
助
制
度
と
併
用
で

区
分

対
象
要
件

補
助
上
限
額

新
築
住
宅
・

建
売
住
宅
の

取
得

市
内
に
お
い
て
、
新

築
住
宅
か
建
売
住
宅

を
取
得
し
た
場
合

10
万
円

市
内
業
者
と
契
約

を
交
わ
し
て
い
る

場
合

20
万
円
を

加
算

転
入
者
で
あ
る
場
合
50
万
円
を

加
算

中
古
住
宅
の

取
得

市
内
に
お
い
て
、
転

入
者
が
中
古
住
宅
を

取
得
し
た
場
合

30
万
円

き
ま
す
。

■
補
助
対
象
者
／
住
宅
取
得
補
助
制
度
の
補
助

対
象
者
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
で
、
申
請

日
現
在
の
年
齢
が
45
歳
未
満
の
方
、
ま
た
は
18

歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
い
る
方
。

■
必
要
書
類
／
住
宅
取
得
補
助
制
度
の
必
要
書

類
の
ほ
か
、
生
年
月
日
の
明
記
さ
れ
た
身
分
証

明
書
の
写
し
、
ま
た
は
申
請
者
と
18
歳
未
満
の
子

と
の
続
柄
を
証
明
で
き
る
書
類
（
住
民
票
な
ど
）

■
補
助
金
額
／
上
限
20
万
円

■
申
請
締
切
／
平
成
27
年
11
月
30
日
㈪
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克
雪
住
宅
を
建
築
す
る
方
を
応
援

し
ま
す

地
域
で
働
き
、
小
千
谷
で
暮
ら
す

U
・
J
・
I
タ
ー
ン
就
職
者
を
応

援
し
ま
す

　

市
で
は
、
雪
に
強
く
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
内
に
克
雪
住
宅

を
建
築
す
る
方
に
対
し
て
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。
事
前
に
必
要
書
類
を
添
え
て
申
請
し
、

補
助
金
交
付
決
定
後
に
工
事
に
着
手
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
克
雪
す
ま
い
づ
く
り
支
援
事
業
補
助
制
度

　

克
雪
住
宅
を
建
築
す
る
方
や
既
存
住
宅
を
克

雪
住
宅
に
改
良
す
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
者
／

▽
市
内
に
克
雪
住
宅
を
新
築
、
改
築
す
る
方

▽
既
存
住
宅
の
屋
根
を
克
雪
住
宅
に
改
良
す
る
方

■
補
助
対
象
住
宅
／
克
雪
住
宅
（
融
雪
式
、
耐

雪
式
、
落
雪
式
住
宅
）

※
別
途
基
準
あ
り

■
補
助
上
限
額
／

▽
融
雪
式
住
宅
：
44
万
円

▽
耐
雪
式
・
落
雪
式
住
宅
：
33
万
円

※
た
だ
し
、
高
齢
者
世
帯
や
母
子
世
帯
・
世
帯

　

主
が
障
が
い
者
で
あ
る
世
帯
な
ど
は
、
耐
雪

　

式
・
落
雪
式
住
宅
で
あ
っ
て
も
限
度
額
が
44

 

万
円
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
締
切
／
平
成
27
年
11
月
30
日
㈪

※
た
だ
し
、
予
定
数
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

◎
定
住
促
進
事
業
家
賃
補
助
制
度

■
補
助
対
象
者
／
次
の
①
〜
④
の
す
べ
て
を
満

た
す
就
業
者
の
方

①
年
齢
が
55
歳
以
下
で
、
本
市
に
転
入
し
た
日

　

か
ら
６
か
月
以
内
に
申
請
さ
れ
る
方

②
定
住
誓
約
書
の
提
出
が
で
き
る
方

③
地
域
で
常
用
雇
用
労
働
者
と
し
て
就
業
さ
れ

　

て
い
る
方
（
個
人
事
業
主
と
就
農
者
も
含
む
）

④
転
入
後
、
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

※
地
域
と
は
、
小
千
谷
市
以
外
を
含
み
ま
す
。

※
常
用
雇
用
労
働
者
と
は
、
正
社
員
ま
た
は
短

　

時
間
正
社
員
の
方
を
い
い
ま
す
。
派
遣
社
員

　

・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の

　

方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
個
人
事
業
主
と
は
、
開
業
の
届
出
に
よ
り
就

　

業
さ
れ
る
方
で
す
。

※
就
農
者
と
は
、
も
っ
ぱ
ら
農
業
で
生
計
を
維

　

持
す
る
こ
と
を
目
的
に
就
農
さ
れ
る
方
で
す
。

※
公
務
員
ま
た
は
就
業
状
況
な
ど
で
定
住
し
な

　

い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
方

　

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
住
宅
／
市
内
の
民
間
の
借
家
、
ア
パ
ー

ト
な
ど

※
社
宅
や
社
員
寮
ま
た
は
雇
用
促
進
住
宅
な
ど

　

の
公
共
的
な
住
宅
は
除
き
ま
す
。

■
補
助
金
額
／
支
払
っ
た
家
賃
の
月
額
（
共
益

費
を
除
く
）
と
、
当
該
借
家
な
ど
に
付
属
す
る

駐
車
場
の
使
用
料
と
の
合
計
金
額
の
⅓
以
内
の

額
（
2
万
円
を
限
度
、
千
円
未
満
は
切
り
捨
て
）

■
補
助
期
間
／
交
付
決
定
月
か
ら
36
か
月
を
限
度

■
必
要
書
類
／
申
請
書
に
賃
貸
契
約
書
の
写
し
、

履
歴
書
、
誓
約
書
な
ど
の
必
要
書
類
を
添
え
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

住宅の取得・建築などの補助制度

■
補
助
金
額
／
補
助
対
象
住
宅
の
延
べ
床
面
積

に
応
じ
て
定
め
た
耐
震
診
断
費
か
ら
1
万
円
を

差
し
引
い
た
額
と
し
ま
す
。

■
申
請
締
切
／
平
成
27
年
11
月
30
日
㈪

※
た
だ
し
、
予
定
数
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

◎
木
造
住
宅
耐
震
改
修
設
計
費
・
改
修

　

工
事
費
補
助
制
度

　

耐
震
診
断
を
行
っ
た
方
で
、
木
造
住
宅
の
耐

震
改
修
設
計
お
よ
び
改
修
工
事
を
行
う
方
に
、

そ
の
設
計
費
お
よ
び
工
事
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。
着
工
前
に
事
前
の
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

■
補
助
金
額
／

■
申
請
締
切
／
平
成
27
年
11
月
30
日
㈪

※
た
だ
し
、
予
定
数
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

◎
木
造
住
宅
部
分
補
強
・
地
震
保
険
等

　

加
入
促
進
補
助
制
度

　

こ
の
制
度
は
、
地
震
時
に
迅
速
な
避
難
が
困

難
な
高
齢
者
や
身
体
障
が
い
者
の
安
全
を
確
保

耐
震
診
断
の
対

象
と
な
る
延
べ

床
面
積

耐
震
診

断
費

自
己
負

担
額

補
助
金

額

70
㎡
以
下

7
万
円

1
万
円

6
万
円

70
㎡
超

1
7
5
㎡
以
下

8
万
円

1
万
円

7
万
円

1
7
5
㎡
超

10
万
円

1
万
円

9
万
円

し
、
住
宅
再
建
手
段
と
し
て
有
効
な
地
震
保
険

な
ど
へ
の
加
入
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
震
時
に
お
い
て
倒
壊
な

ど
の
危
険
性
が
高
い
木
造
住
宅
の
部
分
補
強
な

ど
の
工
事
費
用
や
地
震
保
険
料
な
ど
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

　

補
助
対
象
と
な
る
に
は
、
部
分
補
強
工
事
や

地
震
保
険
へ
の
加
入
（
更
新
も
含
む
）
の
い
ず

れ
の
要
件
も
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
補
助
金
額
／

■
申
請
締
切
／
平
成
27
年

11
月
30
日
㈪

※
た
だ
し
、
予
定
数
に
達

　

し
次
第
終
了
し
ま
す
。

事
業
の
区
分

補
助
金
額

耐
震
改
修
設
計
設
計
費
の
½
の
額

（
上
限
10
万
円
）

耐
震
改
修
工
事
工
事
費
の
⅓
（
上
限
50
万
円
）

に
最
大
15
万
円
を
加
算
し
た
額

▽
部
分
的
な
耐
震
改
修
を
行
っ
た
場
合

事
業
の
区
分

補
助
金
額

部
分
改
修
な

ど
の
工
事

工
事
費
の
4/9
の
額
（
上
限
40
万

円
）

地
震
保
険
料

な
ど

地
震
保
険
料
な
ど
の
½
の
額
（
契

約
年
数
に
よ
り
上
限
6
千
円
〜

3
万
円
）

▽
住
宅
全
体
の
耐
震
改
修
を
行
っ
た
場
合

事
業
の
区
分

補
助
金
額

耐
震
改
修

設
計

設
計
費
の
½
の
額
（
上
限
10
万

円
）

耐
震
改
修

工
事

工
事
費
の
⅓
（
上
限
50
万
円
）

に
最
大
15
万
円
を
加
算
し
た
額

地
震
保
険
料

な
ど

地
震
保
険
料
な
ど
の
½
の
額
（
契

約
年
数
に
よ
り
上
限
6
千
円
〜

3
万
円
）
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市
で
は
「
小
千
谷
市
国
際
交
流
、
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
基
金
」
を
積
み
立
て
、
国
際
交
流
、
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
っ
て
い
ま
す
。
本
基
金
に
よ

り
左
記
の
と
お
り
補
助
金
、
報
奨
金
を
交
付
し
ま
す

の
で
、
希
望
す
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国際交流、文化、スポーツ振興基金による補助金と報奨金
■申請・問い合わせ／生涯学習スポーツ課（総合体育館内） 83-0077

郷土芸能育成事業補助金の交付希望について

　市では、郷土芸能などを後世に伝えるための活動を行っ
ている団体に対して、補助金を交付します。交付を希望さ
れる団体はお問い合わせください。
■締切／5月8日㈮
■対象／市内に伝わる郷土芸能、風俗慣習の保
　存、継承を行っている団体
■内容／郷土芸能などの保存、継承活動に対す
　る補助金の交付
■交付率／事業費の75％以内
■その他／これまでに同補助金を受けた団体は対象外です。
■問い合わせ／生涯学習スポーツ課生涯学習係（総合体育
　館内） 83-0077

  

国
際
交
流
振
興
事
業
補
助
金

　

市
民
を
対
象
と
し
た
親
善
交
流
事
業
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

■
対
象
者
／
市
内
に
在
住
し
て
い
る
方
ま
た
は
市
内
に
事
業

所
な
ど
を
有
す
る
団
体
な
ど

■
対
象
事
業
／
国
際
化
を
目
的
と
し
て
市
民
を
対
象
に
行
わ

れ
る
親
善
交
流
事
業

■
補
助
金
額
／
事
業
費
の
½
以
内
（
限
度
額
：
団
体
10
万
円
、

個
人
5
万
円
）

■
申
請
締
切
／
9
月
30
日
㈬
午
後
5
時

  

海
外
研
修
事
業
補
助
金

　

公
的
機
関
な
ど
が
主
催
す
る
海
外
研
修
に
参
加
す
る
方
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
者
／
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
学
し
て
い
る
方

■
対
象
事
業
／
国
際
的
視
野
を
広
め
、
能
力
開
発
向
上
を
目

的
と
し
、
公
的
機
関
な
ど
が
主
催
す
る
海
外
研
修

※
た
だ
し
、
募
集
範
囲
が
ひ
と
つ
の
団
体
内
に
限
定
さ
れ
る

　

も
の
を
除
く
き
ま
す
。

■
補
助
金
額
／
事
業
費
の
⅓
以
内
（
限
度
額
：
3
万
円
、
補

助
金
の
交
付
は
1
人
に
つ
き
2
回
ま
で
）

■
申
請
締
切
／
9
月
30
日
㈬
午
後
5
時

  

文
化
振
興
事
業
補
助
金

　

優
れ
た
芸
術
文
化
の
普
及
や
実
践
活
動
を
行
う
団
体
な
ど

に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
者
／
市
内
に
事
業
所
な
ど
を
有
す
る
団
体
な
ど

■
対
象
事
業
／

▽
優
れ
た
芸
術
文
化
の
普
及
事
業

▽
優
れ
た
芸
術
文
化
の
実
践
助
成
事
業

■
補
助
金
額
／
普
及
状
況
、
実
践
状
況
を
勘
案
し
て
定
め
た
額

■
申
請
期
限
／
5
月
29
日
㈮
午
後
5
時

  

報
奨
金

　

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
さ
れ
る
方
に
対
し
て
報
奨
金
を
交

付
し
ま
す
。

■
対
象
者
／

▽
市
内
に
事
務
所
な
ど
を
有
す
る
団
体

▽
市
内
に
在
住
、
在
学
ま
た
は
在
職
し
て
い
る
方
で
、
そ
の

　

所
属
す
る
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
出
場
す
る
方

▽
小
千
谷
市
出
身
の
生
徒
・
学
生
で
保
護
者
が
市
内
に
在
住

　

し
て
い
る
方

■
対
象
内
容
／

○
文
化
振
興
：
▽
文
部
科
学
省
・
文
化
庁
な
ど
が
主
催
す
る

　

全
国
規
模
以
上
の
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
へ
出
場
す
る
方
ま
た

　

は
団
体
▽
国
を
代
表
し
て
国
際
大
会
へ
出
場
す
る
方

○
ス
ポ
ー
ツ
振
興
：
▽
選
抜
選
考
に
よ
り
日
本
体
育
協
会
ま

　

た
は
日
本
体
育
協
会
加
盟
団
体
な
ど
が
主
催
す
る
全
国
規

　

模
以
上
の
競
技
大
会
に
県
を
代
表
し
て
出
場
す
る
方
ま
た

　

は
団
体
▽
国
を
代
表
し
て
国
際
大
会
に
出
場
す
る
方

■
報
奨
金
額
／
▽
全
国
大
会
出
場
者
1
人
に
つ
き
定
額
1
万

円
、
5
人
以
上
の
団
体
で
出
場
す
る
場
合
は
1
団
体
定
額
5

万
円
▽
国
際
大
会
出
場
者
1
人
に
つ
き
定
額
5
万
円

■
申
請
方
法
／
内
申
書
な
ど
を
総
合
体
育
館
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
用
紙
は
総
合
体

育
館
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.city.
ojiya.niigata.jp/

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
け
ま
す
。

■
そ
の
他
／
他
の
補
助
金
な
ど
の
交
付
を
受
け
る
場
合
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

  

寄
附
の
お
願
い

　

こ
の
基
金
へ
の
寄
附
を
募
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
か
ら

の
ご
寄
附
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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古くなった

は早めにお取り替えをガス管ガス管 ■問い合わせ／ガス水道局
　宅内設備係 82-4115

　ガスを安心してご利用いただくため、敷地内の古
くなったガス管は早めにお取り替えください。敷地
内のガス管はお客さまの資産であり、取り替え費用
はお客さまのご負担となります。ご自宅のガス管の
状況については、ガス水道局宅内設備係へお問い合
わせください。

■見えないところで腐食は進行しています
　土の中に埋められた亜鉛めっき鋼管（白ガス管）
はおおよそ20年が取り替えの目安といわれています。
白ガス管は、市内でも昭和58年ごろまで埋設部に使
われていました。この管は古くなり腐食が進むとガ
ス漏れを起こす可能性が高くなるため、腐食や地震
に強いポリエチレン管への取り替えをおすすめします。

■取り替え工事費用の例
　下の図のようにコンクリート舗装をした敷地内に
埋設されている口径25㎜の白ガス管10mをポリエ
チレン管に取り替えた場合、その費用は20万円程
度となります。
※あくまで一例です。詳しくは小千谷市ガス公認工
　事店へお問い合わせください。

■小千谷市ガス公認工事店一覧

工事店名 所在地 電話番号
株式会社あさひ 小千谷市城内4丁目3番38号 82-4703
株式会社日乃出江口小千谷支店 小千谷市城内2丁目4番11号 82-3137
三協設備工業株式会社小千谷営業所 小千谷市城内2丁目4番21号 83-2630
株式会社シー・エッチ高野 小千谷市大字薭生丙681番地 83-2230
有限会社諏訪部鉄工所 小千谷市大字岩沢804番地1 86-2229
株式会社中越工業 小千谷市上ノ山3丁目3番21号 82-3309
有限会社テプラス野沢 小千谷市上ノ山1丁目4番14号 82-2324
有限会社吉晃設備 小千谷市上ノ山4丁目9番1号 82-7442
有限会社若井管工設備 小千谷市上ノ山4丁目11番56号 83-3670
合資会社渡辺ポンプ店 小千谷市大字山谷字新保58番地4 83-2056
株式会社クロサキ 小千谷市東栄3丁目11番8号 83-4512
株式会社しん設備 小千谷市片貝町5048番地1 84-3599
株式会社日設工業 小千谷市大字三仏生3573番地2 83-5626
株式会社今中設備 長岡市宝1丁目2番地25 24-5220
有限会社松井設備 長岡市朝日521番地1 92-3215
株式会社田中設備 長岡市鉄工町2丁目2番41号 28-1918
有限会社丸啓設備 小千谷市上ノ山4丁目10番41号 82-1945
株式会社北澤工業 長岡市北陽2丁目14番地31 24-7472
株式会社北越配管 長岡市北山2丁目16番地1 27-2020
有限会社日管工業 柏崎市大字下田尻1320番地1 0257-23-3511
星野設備 魚沼市山田174番地1 025-792-6477
株式会社氣輪工業 長岡市下々条町1994番地1 86-7946
上村管工 南魚沼市大倉389番地1 025-779-3118
有限会社内藤鉄工所 長岡市東川口1892番地4 89-2353
北陸ガスエンジニアリング株式会社 長岡市上岩井6476番地 41-2777
株式会社ナガミネ 長岡市才津南町89番地 46-5568

■ガス工事は公認工事店へ
　ガス工事は小千谷市ガス水道局または公認工事店へご相談ください。指定業者以外が工事をすることは法令
で禁止されています。

▽亜鉛メッキ鋼管（白ガス管）

▽ポリエチレン管

取り替え工事図（例）

お客様の敷地内
（お客様の資産）

コンクリートカッター
敷地内土木工事

ポリエチレン管布設

鋼管－ポリエチレン管接続

排水溝

道路

（道路境界線）

交換

新
し
い

古
い



　

平
成
26
年
度
は
、
西
脇
順
三
郎
生

誕
1
2
0
周
年
を
記
念
し
た
絵
画
の

購
入
や
、
白
山
運
動
公
園
の
児
童
遊

園
施
設
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
障
が
い
の

あ
る
方
も
楽
し
め
る
競
技
「
カ
ロ
ー

リ
ン
グ
」
の
用
具
購
入
な
ど
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ふるさと小千谷を応援する

「ふるさと納税」のPRをお願いします
■問い合わせ／
▷ふるさと納税について：企画政策課企画経営係 83-3507 83-2789
▷住民税について：税務課市民税係 83-3508 83-4160
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寄
附
金
控
除
の
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
す
る
と
、
寄
附
の
金
額
に
応
じ
て
住
民
税
や
所
得
税
か
ら
一

定
の
金
額
ま
で
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
次
の
と
お
り
制
度
が
改
正

さ
れ
ま
す
。

○
平
成
28
年
度
分
の
申
告
（
平
成
27
年
中
の
寄
附
）
か
ら
、
住
民
税
所
得
割
額
の

　

特
例
控
除
分
の
上
限
が
1
割
か
ら
2
割
に
拡
充
さ
れ
ま
す
。

○
平
成
27
年
4
月
1
日
以
降
の
寄
附
か
ら
、
寄
附
を
す
る
自
治
体
に
申
請
す
る
こ

　

と
で
確
定
申
告
を
せ
ず
に
税
額
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
確
定

　

申
告
が
必
要
な
方
や
、
5
つ
を
超
え
る
地
方
団
体
に
つ
い
て
控
除
を
受
け
る
方

　

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

P
R
を
お
願
い
し
ま
す

　

平
成
26
年
度
は
、
全
国
各
地
か
ら
1
3
6
件
・
4
6
3
万
3
千
円
の
寄
附
を
い

た
だ
き
、
平
成
27
年
度
に
実
施
す
る
東
小
千
谷
小
学
校
の
児
童
遊
具
整
備
や
、
わ

か
ば
保
育
園
の
増
築
工
事
な
ど
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
も
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
小
千
谷
市
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
市

民
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
、
市
外
に
お
住
ま
い
の
親
戚
・
友
人
の
方
に
小
千
谷
市
へ

の
ふ
る
さ
と
納
税
の
P
R
を
お
願
い
し
ま
す
。

る
さ
と
納
税
と
は
、
応
援
し
た
い
自
治
体
に
対
す
る
思
い
を
寄
附
と
い
う

形
で
実
現
さ
せ
る
制
度
で
す
。

　

小
千
谷
市
で
は
、
い
た
だ
い
た
寄
附
金
を
「
夢
の
架
け
橋
基
金
」
に
積
み
立
て

て
活
用
し
て
い
ま
す
。

ふ

　
寄
附
の
手
続
き
や
詳
し
い
内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.ci

ty.ojiya.niigata.jp/

ま
た
は
、
市
役
所
・
支
所
・
各
連
絡
所
・
サ
ン
プ
ラ

ザ
に
備
え
付
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

――――――――――― 6666666666666666666666

お
礼
の
品
を
充
実
し
ま
し
た

　

平
成
27
年
度
か
ら
、
寄
附
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
へ
の
お
礼
の
品
を

充
実
し
ま
し
た
。
寄
附
金
額
に
よ
っ
て
お
一
つ
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す

が
、
参
考
に
一
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▽
寄
附
金
額
1
万
円
以
上
：
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
酒
、
そ
ば
な
ど

▽
寄
附
金
額
3
万
円
以
上
：
蔵
あ
わ
せ
セ
ッ
ト
、
小
千
谷
日
帰
り
満
喫

　

プ
ラ
ン
（
2
名
様
）
な
ど

▽
寄
附
金
額
10
万
円
以
上
：
特
撰
お
ぢ
や
か
ら
の
贈
り
物
、
小
千
谷
縮

　

オ
ー
ダ
ー
シ
ャ
ツ
、
錦
鯉
オ
ー
ナ
ー
な
ど

※
お
礼
の
品
は
、
市
外
の
方
を
対
象
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

△特選おぢやから
　の贈り物

◁蔵あわせセット
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あ
な
た
の
ご
意
見
・
ご
提
案
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
「
市
民
提
案
箱
」

　

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
市
政
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
提
案
を
い
た
だ
く
た
め
「
市
民
提
案

箱
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
建
設
的
な
ご
提
案
や
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
提
案
箱
設
置
場
所
／
▽
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
▽
片
貝
総
合
セ
ン
タ
ー
▽
東
山
・
岩
沢
・
真

人
・
川
井
各
住
民
セ
ン
タ
ー
▽
市
民
会
館
▽
図
書
館
▽
総
合
体
育
館
▽
ホ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
（
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
）
▽
わ
ん
パ
ー
ク
▽
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
楽
集
館

■
提
案
様
式
／
提
案
様
式
は
任
意
で
す
が
、「
市
民
提
案
箱
」
脇
に
用
紙
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

■
提
案
箱
以
外
の
提
案
方
法
／
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://
www.city.ojiya.niigata.jp/

の
電
子
フ
ォ
ー
ム
か
ら
も
ご
提
案
い
た
だ
け
ま
す
。

■
提
案
の
回
答
と
公
開
／
ご
提
案
い
た
だ
い
た
内
容
に
対
し
て
は
原
則
と
し
て
回
答
し
ま
す
。

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
の
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
広
く
周
知
が
必
要
な
ご
提
案

は
、
個
人
情
報
を
伏
せ
た
う
え
で
「
市
報
お
ぢ
や
」
な
ど
で
要
旨
を
公
開
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

■
そ
の
他
／
市
政
に
対
す
る
相
談
、
質
問
な
ど
は
直
接
担
当
課
へ
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

■
提
案
・
問
い
合
わ
せ
／
〶
9
4
7
‐
8
5
0
1
（
住
所
は
記
載
不
要
で
す
）
企
画
政
策
課

秘
書
広
報
係

83
・
3
5
0
7

83
・
2
7
8
9

おぢや桜まつり

●大ビンゴ大会
▷時間／午後2時～
●熱気球試乗体験
▷時間／午前10時～午後3時
▷料金／高校生以上：1,000円、小・中学生：500円
※雨天中止、気象条件により試乗できない場合もあ
　ります。
●こども広場
▷時間／午前10時～午後3時
○フアフア広場▷料金:100円（5分程度）　
○的当てゲーム、輪投げ　
●うまいもの広場
▷時間／午前10時～午後3時※雨天中止
■交通規制／千谷工業団地内：4月19日㈰午前8時
　～午後4時30分

楽集館企画展示

　藤巻嘯
しょうげ つ

月展
　真人出身の日本画家、藤巻嘯月
の作品展を昨年に引き続き開催し
ます。
　嘯月は明治時代に東京美術学
校（現：東京藝術大学）を卒業後、
長岡師範学校などで教鞭をとった
日本画家です。小千谷周辺に残さ
れている多くの作品から、よりす
ぐりの作品を展示します。ぜひご
覧ください。
■期日／4月25日㈯～5月6日㈬
■時間／午前9時～午後5時
※4月30日㈭は休館日です。
■会場／楽集館展示室
■入場無料
■主催／藤巻嘯月展実行委員会
■問い合わせ／
▷生涯学習スポーツ課生涯学習係
　（総合体育館内） 83-0077
▷楽集館 82-8282

■期日／4月19日㈰
■会場／千谷工業団地内
※雨天の場合は、行事の一部を日本ベアリング体育
　館で行います。
■内容／
●手裏剣戦隊ニンニンジャー・ショー
▷時間／①午前10時30分～11時②午後1時～1時30分
※各ショー終了後記念撮影会（有料）があります。
●おぢやイメージキャラクター「よし太くん」とジャ
　ンケン大会
▷時間／①午前10時10分～10時25分②午後0時40
　分～0時55分
●「万

ま ん ぽ

歩ぅ～ダンス」コンテスト
▷時間／午前11時30分～正午

■問い合わせ／小千谷観光協会（商工観光課内）
　 83-3512 83-0871 kanko@city.ojiya.n
　iigata.jp http://www.ojiyakanko.com/

　「おぢや桜まつり」を開催します。楽しいイベ
ントを多数ご用意しています。ご家族おそろいで
お出かけください。
　雨天中止のお知らせなどは、観光協会ホームペ
ージでお知らせします。
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行
政
相
談
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

4
月
1
日
付
で
友
田
ム
ツ
子
さ
ん
、
小
川

篤
男
さ
ん
が
総
務
大
臣
か
ら
行
政
相
談
委
員

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
医
療
保
険
・
年
金
、

道
路
、
社
会
福
祉
、
雇
用
な
ど
国
や
県
の
仕

事
、
国
が
県
や
市
町
村
に
委
ね
て
い
る
仕
事
、

独
立
行
政
法
人
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
「
こ

う
し
た
ら
ど
う
か
」「
ど
う
な
っ
て
い
る
ん

だ
ろ
う
」「
納
得
で
き
な
い
」
な
ど
住
民
の

み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見
や
要
望
・
疑
問
や
苦

情
を
受
け
て
そ
の
相
談
に
応
じ
、
国
や
関
係

機
関
に
必
要
な
連
絡
を
行
う
な
ど
、
み
な
さ

ん
の
疑
問
に
お
答
え
し
、
苦
情
の
解
決
に
努

め
る
こ
と
を
役
割
と
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

友
田
ム
ツ
子
さ
ん
（
四
之
町
）

84
・
2
6
8
5

小
川
篤
男
さ
ん
（
上
ノ
山
４
）

82
・
3
5
7
5

　

定
例
相
談
所
の
日
時
・
会
場
は
、
市
報
お

ぢ
や
（
毎
月
25
日
号
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

83
・
３
５
１
６

shim
in@city.ojiya.nii

gata.jp
　

小
千
谷
市
が
市
制
を
施
行
し
て
61
年
目
に
あ
た

る
3
月
10
日
㈫
、
市
政
に
貢
献
さ
れ
た
16
人
（
表

彰
式
当
日
は
、
都
合
に
よ
り
4
人
欠
席
）
の
方
々

が
小
千
谷
市
褒
賞
条
例
に
基
づ
い
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

▶
表
彰
式
に
出
席
さ
れ
た
被
表
彰
者
の
み
な
さ
ん

　

と
市
・
議
会
関
係
者

　
　
　
　
　

小
千
谷
市
褒
賞
条
例
褒
賞
者
表
彰
式　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

市
政
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
を
表
彰

●
被
表
彰
者
（
敬
称
略
）

▼
人
命
救
助

　

山
口
静
子
（
一
之
町
三
区
）

▼
民
生
委
員
・
児
童
委
員
永
年

　

勤
続

　

大
渕
英
明
（
大
崩
）

▼
保
護
司
永
年
勤
続

　

山
田
悦
子
（
旭
町
）

▼
介
護
認
定
審
査
委
員
永
年
勤
続

　

中
村
忠
夫
（
本
町
2
）

▼
学
校
歯
科
医
永
年
勤
続

　

木
本
照
明
（
旭
町
）

▼
消
防
団
員
永
年
勤
続

　

込
田
優
（
上
ノ
山
4
）

　

広
井
公
一
（
船
岡
3
）

　

田
中
秋
夫
（
桜
町

）

　

丸
山
隆
（
市
ノ
口
）

　

諏
訪
部
栄
一
（
桂
）

　

小
泉
良
平
（
桂
）

　

山
﨑
伸
一
（
東
栄
1
）

▼
社
会
福
祉
功
労

　

小
千
谷
手
話
サ
ー
ク
ル

▼
産
業
振
興
功
労

　

本
田
剛
（
平
沢
1
）

▼
市
議
会
議
員
永
年
勤
続

　

風
間
順
一
（
桜
町

）

▼
公
益
の
た
め
私
財
を
寄
付

　

小
千
谷
市
民
芸
能
連
盟

新
潟
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
無

投
票
と
な
り
ま
し
た

　

平
成
27
年
4
月
12
日
㈰
執
行
の
新
潟
県

議
会
議
員
一
般
選
挙
小
千
谷
市
選
挙
区
は
、

4
月
3
日
㈮
の
告
示
日
に
お
い
て
届
出
の

あ
っ
た
候
補
者
が
1
人
で
あ
っ
た
た
め
、

投
票
を
行
わ
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
／
小
千
谷
市
選
挙
管
理
委

員
会

83
・
0
3
8
1

教
育
長
が
決
ま
り
ま
し
た

　

3
月
19
日
㈭
に
開
催
さ
れ
た
平
成
27
年

市
議
会
第
1
回
定
例
会
で
、
小
千
谷
市
教

育
委
員
会
教
育
長
に
松
井
周
之
輔
さ
ん
が

選
任
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

小
千
谷
市
教
育
委
員
会
教
育
長　
　

　

松ま
つ
い井　

周し
ゅ
う
の
す
け

之
輔

●
生
年
月
日
／
昭
和
29
年
10
月
18
日

●
住
所
／
小
千
谷
市
片
貝
町

●
経
歴
／

▽
小
千
谷
市
立
小
千
谷
中
学
校
長

▽
新
潟
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
所
長

▽
中
越
教
育
事
務
所
社
会
教
育
課
長

▽
弥
彦
村
立
弥
彦
中
学
校
長
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小
千
谷
伝
統
民
踊
保
存
会
ち
ぢ
み
の

み
な
さ
ん
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

―
―
会
名
の
由
来
は
何
で
す
か

　

昭
和
初
期
か
ら
小
千
谷
に
伝
わ
る

民
踊
を
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
い
、
7
年
前
に
結
成
し
ま
し
た
。

堅
い
イ
メ
ー
ジ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

小
千
谷
の
名
産
で
、
曲
名
に
も
あ
る

「
ち
ぢ
み
」
を
付
け
ま
し
た
。

―
―
ど
の
よ
う
な
踊
り
を
練
習
さ
れ

て
い
ま
す
か

　
「
小
千
谷
民
踊
」「
小
千
谷
小
唄
」

「
ス
キ
ー
小
唄
」「
ち
ぢ
み
音
頭
」
を

中
心
に
、「
お
ぢ
ゃ
れ
節
」
を
加
え

て
全
5
曲
を
練
習
し
て
い
ま
す
。

―
―
主
な
活
動
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

主
に
第
2
・
第
4
木
曜
日
の
午
後

1
時
30
分
か
ら
総
合
体
育
館
で
練
習

を
し
て
い
ま
す
。
踊
り
が
好
き
な
素

人
集
団
で
す
が
、
幸
い
な
こ
と
に
、

か
つ
て
小
千
谷
で
師
範
を
さ
れ
て
い

た
故
・
市い

ち
や
ま山
七な

そ

の

ぶ

十
能
舞
先
生
の
直
系

の
方
か
ら
指
導
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

小
千
谷
市
に
生
ま
れ
た
一
つ
の
文

化
の
灯
を
消
さ
な
い
た
め
、
伝
統
の

踊
り
を
正
し
く
後
世
に
伝
え
る
た
め
、

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
た
め
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
踊
り
の
好
き
な

若
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

○
訪
問
後
の
ひ
と
言

　

私
は
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
芸

妓
さ
ん
の
踊
り
は
、
こ
の
会
の
み
な

さ
ん
の
よ
う
に
優
雅
で
華
麗
な
も
の

な
の
で
し
ょ
う
。
み
な
さ
ん
の
踊
り

は
、
5
月
の
船
岡
公
園
ま
つ
り
で
も

披
露
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

おじゃましま
す

Io o// /L
L

LI I II
III I I I II I

.. BI EL

毎月10日号で、市内で活動しているさまざまな団体・
サークルなどをご紹介します。

小千谷伝統民踊保存会ちぢみ

会員数：30人　　会費：6,000円／年

問い合わせ：野澤 82-8488

△真剣な表情で練習に励ん
　でいらっしゃいました。

　高校生を対象に、俳句の基礎から俳句甲子園の試合体
験まで、俳句のおもしろさを体験できる講座を開催しま
す。初心者でも参加できますので気軽にご参加ください。
※俳句甲子園とは、毎年8月に愛媛県松山市で全国大会
　が開催される高校生のための俳句大会です。

俳句甲子園出張講座in新潟　　
参加者募集！

＜講師プロフィール＞

神
こうの

野紗
さ き

希
　第4回俳句甲子園団体優勝、最優秀
賞受賞、第17回大会審査員長。
　2002年芝不器男新人賞坪内稔典奨
励賞受賞。NHK-BS「俳句王国」番
組司会やEテレ「俳
句さく咲く！」選者
として知られ、カル
チャー教室等で俳句
を指導する傍ら、俳
句を使った地域振興
の企画に携わるなど
多方面で活躍中。

■日時／4月26日㈰午前10時～午後4時
■会場／市民会館大会議室
■対象／高校生
■講師／神野紗希、俳句甲子園OBOG
■参加無料
■持ち物／筆記用具、持っている人は歳時記、昼食
■申込方法／「参加申込書」に必要事項を記入の上、市民会
　館へ提出してください（ファックス可）。申請書は市民会
　館窓口にあるほか、市ホームページ http://www.city.ojiy
　a.niigata.jp/からもダウンロードできます。
■申込締切／4月19日㈰
■申込・問い合わせ／生涯学習スポーツ課公民館係（市民会
　館内） 82-9111 82-9112 culture@city.ojiya.niigata.jp
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有
料
広
告
掲
載
欄
で
す

有
料
広
告
掲
載
欄
で
す
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ま
ち
の
話
題
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絵
紙
で
彩
る
小
千
谷
の
ひ
い
な
祭
り

　

平
成
商
店
街
で
「
絵
紙
で
彩
る
小
千
谷
の
ひ
い
な
祭
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
で
10
回
目
と
な
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
小
千
谷
に
残
る
独

特
の
ひ
な
ま
つ
り
の
風
習
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
小
千
谷
絵
紙
保
存

会
の
み
な
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
始
め
た
も
の
で
す
。
期
間
中
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
お
店
で
絵
紙
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
毎
年
お
お
ぜ
い
の
方
が
訪

れ
ま
す
。
最
終
日
の
8
日
㈰
に
は
、
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
照
専
寺
和
順
会

館
で
絵
紙
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
招
か
れ
た

東
京
大
学
教
授
の
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
さ
ん
ら
が
、
絵
紙
の
特
徴
や

楽
し
み
方
な
ど
を
来
場
者
に
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。

雪
上
を
力
強
く
滑
走

　

第
14
回
真
人
町
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ス
キ
ー
大
会
が
旧
真
人
小
学
校
周
辺
を

コ
ー
ス
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
曇
り
空
の
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
の
中
、
1
4
8
チ
ー
ム
4
4
6
人
の

選
手
が
参
加
し
、
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
、

転
倒
あ
り
の
激
し
い
レ
ー
ス
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
恒
例
の
ふ
れ
あ
い
テ

ン
ト
で
は
、
地
元
の
団
体
が
出
店
し
、

焼
き
芋
、
真
人
豆
腐
、
芋
プ
リ
ン
な
ど

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
商
品
を
販
売

し
て
い
ま
し
た
。伝

統
の
技
を
披
露　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浮
世
絵
の
摺す

り
実
演

　

照
専
寺
和
順
会
館
と
楽
集
館

で
浮
世
絵
の
摺
り
実
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
海
外
で
も
活
躍
す

る
浮
世
絵
摺
り
師
の
三
田
村
努

さ
ん
を
お
招
き
し
、
実
際
に
浮

世
絵
が
摺
り
あ
が
る
ま
で
の
工

程
を
実
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
普
段
見
ら
れ
な
い
貴
重
な

機
会
と
あ
っ
て
、
来
場
者
は
真

剣
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
浮
世
絵
に
色
が
入
っ
て
い

く
と
会
場
か
ら
は
感
嘆
の
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

／ 3  　7
     ～

  　8

／ 3　　1
     ～

　　8

△壁一面に色鮮やかな絵紙が展示
　されています

△絵紙について語るロバート・キ
　ャンベルさん

△シンポジウムでは、絵紙の魅力
　が語られました

△ひな人形も華やかに飾られてい
　ます
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有
料
広
告
掲
載
欄
で
す

有
料
広
告
掲
載
欄
で
す

代表取締役
小千谷本社　TEL  82-3242   FAX  82-0580
　　　　　　TEL  89-3038   FAX  89-3379
E-mail:maruko-kawaguchi@herb.ocn.ne.jp
HP:http:www.marukou.info

新築や増改築時の仮住まい、引越しのお手伝いなど、
何でも、お気軽に、 へご相談ください。

おかげさまで創業60周年 ！

川 口  支 店

丸山  智義

まちの話題 RUPO&NEWSまちの話題 RUPO&NEWS

広告募集中
市報おぢや・市ホームページでは広告を募集して
います。「市報おぢや」の広告掲載料はこの大き
さ（縦45.5㎜×横82㎜）で1枠1回15,000円で
す。詳しくはお問い合わせください。
■問い合わせ／企画政策課秘書広報係 83-3507

し
っ
か
り
着
用
！
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　

県
の
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
着
用
強
化
月
間
」
に
合
わ
せ
、
小
千
谷

警
察
署
で
園
児
と
保
護
者
に
よ
る
「
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
推
進
宣

言
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
千
谷
警
察
署
管
内
を
代
表
し
、
小
千
谷

市
の
東
保
育
園
、
小
千
谷
認
定
こ
ど
も
園
、

長
岡
市
の
西
川
口
保
育
園
の
園
児
3
人
が

「
誓
い
の
言
葉
」
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。
園

児
は
、
道
路
で
遊
ば
な
い
、
道
路
に
飛
び
出

さ
な
い
、
信
号
を
守
る
、
手
を
挙
げ
て
横
断

歩
道
を
渡
る
、
乗
車
時
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
に
座
る
と
い
っ
た
5
項
目
に
つ
い
て
誓
い

を
立
て
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
パ
ト
カ
ー
に
乗
り
、
読
み
上
げ

ら
れ
た
「
誓
い
の
言
葉
」
を
放
送
し
な
が
ら

市
街
地
を
巡
回
し
ま
し
た
。

太
鼓
の
迫
力

　

市
民
会
館
で
太
鼓
芸
能
集
団
「
鼓
童
」
に

よ
る
鼓
童
交
流
公
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

太
鼓
芸
能
集
団
「
鼓
童
」
は
、
佐
渡
市
を

拠
点
に
し
、
和
太
鼓
や
和
楽
器
を
使
っ
た
演

奏
公
演
を
国
内
外
で
行
い
、
47
か
国
で
の
公

演
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　

公
演
で
は
、
大
小
様
々
な
和
太
鼓
や
、
笛

や
鐘
を
織
り
交
ぜ
た
息
の
合
っ
た
演
奏
に
、

会
場
か
ら
は
歓
声
と
拍
手
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。
特
に
大
太
鼓
か
ら
伝
わ
る
波
動
の
迫

力
に
来
場
者
は
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
場
者
が
太
鼓
を
叩
く
体
験
が
で

き
る
「
太
鼓
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
も
行

わ
れ
、
参
加
者
は
鼓
童
メ
ン
バ
ー
の
リ
ズ
ム

に
合
わ
せ
て
太
鼓
を
叩
い
て
い
ま
し
た
。

／ 3　   8

／ 3　 12

／ 3　 29

一
番
目
指
し
て
ヨ
ー
イ
ド
ン
！

　

ホ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
前
広
場
と
東
小
千
谷
体
育
セ

ン
タ
ー
で
、「
東
小
千
谷
地
区
冬
季
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
東
小
千
谷
地
区
の
5
つ

の
公
民
館
分
館
（
木
津
、
横
渡
、
浦
柄
、
薭
生
、

東
小
千
谷
）
で
組
織
す
る
「
公
民
館
東
小
千
谷

地
区
五
分
館
連
絡
協
議
会
」
に
よ
っ
て
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

会
場
で
は
、
地
域
の
団
体
に
よ
る
雪
像
コ
ン

テ
ス
ト
の
ほ
か
、
雪
上
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

や
幼
児
レ
ー
ス
、
タ
イ
ヤ
チ
ュ
ー
ブ
滑
降
、
消

防
は
し
ご
車
の
試
乗
体
験
、
キ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
、

多
彩
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

朝
か
ら
雨
が
降
り
続
く
あ
い
に
く
の
天
候
と

な
り
ま
し
た
が
、
地
域
内
外
か
ら
お
お
ぜ
い
の

方
が
訪
れ
、
雪
上
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。



―　12

〇
一
般
事
務
職

【
課
長
級
】

■
税
務
課
長
・
長
谷
川
秀
樹
（
会
計
課
長
）
■

社
会
福
祉
課
長
・
樋
口
雅
春
（
同
課
参
事
）
■

学
校
教
育
課
長
・
和
田
顕
雄
（
ガ
ス
水
道
局
参

事
・
昇
任
）
■
会
計
課
長
・
平
澤
正
代
（
市
民

生
活
課
参
事
・
昇
任
）
■
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ

課
長
・
野
澤
敏
（
企
画
政
策
課
参
事
・
昇
任
）

■
地
域
振
興
課
長
・
大
矢
敏
之
（
総
務
課
参
事

・
昇
任
）
■
企
画
政
策
課
長
・
大
塚
良
夫
（
商

工
観
光
課
参
事
・
昇
任
）

【
課
長
補
佐
級
】

■
市
民
生
活
課
参
事
／
環
境
衛
生
係
長
・
神
林

弘
（
同
課
参
事
／
衛
生
施
設
係
長
）
■
建
設
課

参
事
・
和
田
尚
（
ガ
ス
水
道
局
参
事
）
■
企
画

政
策
課
参
事
・
阿
部
玲
子
（
保
健
福
祉
課
参
事
）

■
市
民
生
活
課
参
事
・
吉
澤
靖
（
建
設
課
参
事
）

■
危
機
管
理
課
参
事
・
遠
藤
孝
司
（
企
画
政
策

課
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
参
事
）
■
図
書
館
参
事

／
館
長
・
篠
田
淳
一
（
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

参
事
）
■
健
康
セ
ン
タ
ー
参
事
／
セ
ン
タ
ー
長

・
阿
部
尚
子
（
同
セ
ン
タ
ー
参
事
）
■
ガ
ス
水

道
局
参
事
・
谷
口
豊
（
危
機
管
理
課
参
事
）
■

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
参
事
・
久
保
田
千
昭
（
同

課
長
補
佐
・
昇
任
）
■
税
務
課
参
事
・
吉
原
昌

隆
（
同
課
長
補
佐
・
昇
任
）
■
学
校
教
育
課
参

事
・
谷
口
則
子
（
同
課
長
補
佐
・
昇
任
）
■
総

務
課
参
事
・
西
方
広
幸
（
同
課
長
補
佐
・
昇
任
）

■
議
会
事
務
局
参
事
・
風
間
光
子
（
同
局
上
席

副
参
事
・
昇
任
）
■
農
林
課
参
事
・
吉
田
正
栄

（
同
課
上
席
副
参
事
・
昇
任
）
■
保
健
福
祉
課

参
事
・
佐
藤
久
美
（
同
課
上
席
副
参
事
・
昇
任
）

■
商
工
観
光
課
参
事
・
渡
邊
芳
久
（
社
会
福
祉

課
上
席
副
参
事
・
昇
任
）
■
議
会
事
務
局
次
長

・
山
川
正
則
（
総
務
課
副
参
事
・
昇
任
）
■
社

会
福
祉
課
長
補
佐
・
高
橋
英
樹
（
危
機
管
理
課

副
参
事
・
昇
任
）
■
建
設
課
都
市
整
備
室
長
・

真
島
新
一
（
同
課
副
参
事
・
昇
任
）
■
保
健
福

祉
課
長
補
佐
・
久
須
美
徹
也
（
ガ
ス
水
道
局
副

参
事
・
昇
任
）

【
係
長
級
】

■
ガ
ス
水
道
局
宅
内
設
備
係
長
・
廣
川
進
（
市

民
生
活
課
生
活
安
全
係
長
）
■
健
康
セ
ン
タ
ー

保
健
係
長
・
阿
部
芳
子
（
同
セ
ン
タ
ー
副
参
事
）

■
税
務
課
資
産
税
係
長
・
和
田
計
房
（
農
林
課

副
参
事
）
■
総
務
課
職
員
係
長
・
吉
越
陽
子
（
保

健
福
祉
課
介
護
保
険
係
長
）
■
市
民
生
活
課
市

民
係
長
・
髙
橋
悦
子
（
農
林
課
農
村
支
援
係
長
）

■
ガ
ス
水
道
局
庶
務
係
長
・
小
川
賢
一
（
同
局

お
客
さ
ま
係
長
）
■
ガ
ス
水
道
局
工
務
係
長
・

進
藤
浩
幸
（
同
局
主
幹
・
昇
任
）
■
ガ
ス
水
道

局
お
客
さ
ま
係
長
・
島
田
吉
彦
（
市
民
生
活
課

主
幹
・
昇
任
）
■
社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

長
・
渡
辺
佳
代
子
（
農
林
課
主
幹
・
昇
任
）
■

市
民
生
活
課
生
活
安
全
係
長
・
宮
木
徹
（
図
書

館
主
査
・
昇
任
）
■
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
公

民
館
係
長
・
林
真
紀
子
（
会
計
課
主
査
・
昇
任
）

■
建
設
課
管
理
克
雪
係
長
・
髙
橋
慶
蔵
（
税
務

課
主
査
・
昇
任
）
■
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
生

涯
学
習
係
長
・
内
山
裕
昭
（
ガ
ス
水
道
局
主
査

・
昇
任
）
■
社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
長
・

佐
藤
佐
和
子
（
同
課
主
査
・
昇
任
）
■
保
健
福

祉
課
介
護
保
険
係
長
・
吉
原
正
明
（
企
画
政
策

課
主
査
・
昇
任
）
■
危
機
管
理
課
原
子
力
安
全

対
策
係
長
・
丸
山
真
也
（
同
課
主
査
・
昇
任
）

■
建
設
課
都
市
整
備
係
長
・
田
中
健
（
総
務
課

主
査
・
昇
任
）
■
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係
長

・
増
川
雅
史
（
企
画
政
策
課
主
査
・
昇
任
）

〇
保
育
士

【
園
長
級
】

■
す
み
れ
保
育
園
長
・
戸
川
陽
子
（
南
保
育
園

長
）
■
西
保
育
園
長
・
佐
藤
房
子
（
北
保
育
園

副
参
事
）
■
吉
谷
保
育
園
長
・
小
林
彰
子
（
片

貝
保
育
園
副
参
事
）
■
南
保
育
園
長
・
勝
又
順

子
（
同
保
育
園
副
参
事
）
■
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
長
・
関
久
美
子
（
西
保
育
園
副
参
事
）
■

東
保
育
園
長
・
坂
詰
笑
美
子
（
す
み
れ
保
育
園

主
幹
・
昇
任
）

〇
消
防
職
員

【
係
長
級
】

■
危
険
物
係
長
消
防
司
令
・
関
俊
孝
（
予
防
係

長
消
防
司
令
）
■
予
防
係
長
消
防
司
令
・
内
山

康
司
（
警
防
係
長
消
防
司
令
）
■
川
口
副
出
張

所
長
消
防
司
令
補
・
久
保
田
守
（
通
信
指
令
係

長
消
防
司
令
補
）
■
通
信
指
令
係
長
消
防
司
令

補
・
風
間
行
廣
（
危
険
物
係
長
消
防
司
令
補
）

■
警
防
係
長
消
防
司
令
補
・
村
山
博
（
川
口
副

出
張
所
長
消
防
司
令
補
）

〇
採
用

【
一
般
事
務
職
】

■
学
校
教
育
課
・
小
池
尚
志
（
管
理
主
事
兼
指

導
主
事
）
■
建
設
課
・
宮
田
翔
太
■
ガ
ス
水
道

局
・
阿
部
春
香
■
総
務
課
・
小
林
亮
太
■
会
計

課
・
矢
島
聡
子
■
市
民
生
活
課
・
安
達
み
づ
き

■
保
健
福
祉
課
・
大
津
愛
理
子
■
農
林
課
・
中

村
栞
理
■
商
工
観
光
課
・
小
杉
和
成
■
社
会
福

祉
課
・
石
坂
絵
里
■
地
域
振
興
課
・
小
杉
明
日

香
■
税
務
課
・
関
歩
美

【
保
健
師
】

■
健
康
セ
ン
タ
ー
・
樋
口
真
央

【
保
育
士
】

■
す
み
れ
保
育
園
・
大
塚
眞
美
■
東
保
育
園
・

丸
山
亜
沙
美
■
わ
か
ば
保
育
園
・
佐
藤
愛
美
■

片
貝
保
育
園
・
北
原
愛

【
消
防
士
】
■
消
防
本
部
・
五
十
嵐
匠

〇
退
職
（
3
月
31
日
付
）

○
一
般
事
務
職

【
課
長
級
】

■
竹
田
幸
雄
（
社
会
福
祉
課
長
）
■
阿
部
善
宏

（
学
校
教
育
課
長
）
■
丸
山
宏
（
生
涯
学
習
ス

ポ
ー
ツ
課
長
）
■
鈴
木
喜
一
（
税
務
課
長
）
■

長
橋
清
（
健
康
セ
ン
タ
ー
参
事
）
■
渡
邊
均

（
建
設
課
参
事
）

【
課
長
補
佐
級
】

■
新
野
弘
幸
（
図
書
館
参
事
）
■
目
﨑
通
（
議

会
事
務
局
参
事
）
■
小
林
喜
一
郎
（
市
民
生
活

課
上
席
副
参
事
）

【
係
長
級
】

■
間
野
栄
（
市
民
生
活
課
副
参
事
）
■
瀧
澤
義

巳
（
ガ
ス
水
道
局
副
参
事
）

【
園
長
級
】

■
小
比
田
久
美
子
（
西
保
育
園
長
）
■
岸
弥
生

（
す
み
れ
保
育
園
長
）
■
阿
部
康
子
（
東
保
育

園
長
）
■
阿
部
テ
ル
ミ
（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
長
）
■
宮
崎
文
子
（
吉
谷
保
育
園
長
）

市
役
所
人
事
異
動
（
4
月
1
日
付
）

■
問
い
合
わ
せ
／
総
務
課
職
員
係

83
・
3
5
0
6
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高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　

対
象
者
の
方
に
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
は
、
肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
な
ど
の
感

染
症
を
予
防
し
、
重
症
化
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
す
べ

て
の
肺
炎
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
予
防
接

種
に
加
え
て
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
入
り
込
ま
な
い
よ
う

に
し
た
り
、
体
の
抵
抗
力
を
強
め
る
と
い
っ
た
日
常
生
活
で
の

心
が
け
が
重
要
で
す
。

■
実
施
期
間
／
4
月
1
日
㈬
〜
平
成
28
年
3
月
31
日
㈭

■
対
象
／
次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
方

※
す
で
に
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
接
種
し
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、

　

対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

①
小
千
谷
市
民
で
平
成
27
年
度
中
に
、
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、

　

80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
1
0
0
歳
と
な
る
方
（
表
参
照
）

※
今
後
4
年
間
（
平
成
30
年
度
ま
で
）
は
、
各
年
度
に
該
当
の

　

年
齢
と
な
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
右
記
対
象
の
方
に
は
3
月
末
に
個
別
通
知
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
相
当
の

　

心
臓
、
腎
臓
や
呼
吸
器
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

　

ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
が
い
の
あ
る
方

■
接
種
回
数
／
1
回
接
種

平成27年度成人式のご案内
　成人になったみなさんをお祝いする、成人式を開
催します。申し込みは必要ありません。直接会場へ
お越しください。多数のご出席をお待ちしています。
■日時／5月3日㈷午後1時開式（午後3時終了予定）
■会場／市民会館(土川1-3-3）
■受付／正午～
■対象／平成6年4月2日～平成7年4月1日に生まれ
　た方
※転入、転出された方も参加できます。
※対象者個人に案内状は発送しません。対象者が市
　外に転出されている場合はご家族などから本人に
　お伝えください。
■内容／記念式典・アトラクション・記念撮影
■その他／
▷記念品として後日記念写真を郵送します。希望す

　る方は裏面の記念写真送付票に記入のうえ、当日
　会場にお持ちください。
▷市では地元就職支援のため新潟就職情報サイト
　「にいがた就職応援団」とタイアップし、就職支
　援のためのセミナー開催、情報提供を行っていま
　す。今年から就職活動を始める学生の方は、情報
　希望の有無をお聞かせください。メールでの配信
　も行っていますので、ご希望の方はメールアドレ
　スも記入ください。
▷記入いただいた個人情報は、記念写真の送付・地
　元就職支援以外の目的には使用しません。
■問い合わせ／
▷成人式について：公民館（市民会館内） 82-9111
▷就職支援情報について：商工観光課商工振興係
　83-3512

き　り　と　り

■
自
己
負
担
額
／
4
6
4
0
円
（
消
費
税
込
み
）

※
医
療
機
関
の
窓
口
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
生
活

　

保
護
受
給
者
は
無
料
に
な
り
ま
す
。

■
実
施
医
療
機
関
／
小
千
谷
市
、
魚
沼
市
、
長
岡
市
（
旧
川
口

町
）
の
医
療
機
関

※
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
（
主
治
医
）
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
け
た
い
日
の
3
日
前
ま
で
に
実
施
す
る
医
療
機
関
に
電
話

　

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
医
療
機
関
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

実
施
の
有
無
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
実
施
医
療
機

　

関
以
外
で
接
種
希
望
の
方
は
健
康
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く

　

だ
さ
い
。

■
接
種
後
の
注
意
／

▽
接
種
当
日
は
激
し
い
運
動
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
接
種
当
日
の
入
浴
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
注
射
を

　

し
た
と
こ
ろ
は
こ
す
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
接
種
後
に
発
熱
し
た
り
、
接
種
し
た
部
位
が
腫
れ
た
り
、
赤

　

く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
そ
の
症

　

状
は
軽
く
、
通
常
、
数
日
中
に
消
失
し
ま
す
。

▽
接
種
後
は
健
康
管
理
に
注
意
し
、
も
し
、
接
種
部
位
の
異
常

　

な
反
応
や
体
調
の
変
化
が
あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
医
師

　

の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
ま
れ
に
頭
痛
や
悪
寒
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
様
反
応
（
通
常

接
種
後
30
分
以
内
に
出
現
す
る
呼
吸
困
難
や
全
身
性
の
じ
ん
ま

し
ん
な
ど
を
伴
う
重
い
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
の
こ
と
）、
知
覚
障

害
な
ど
重
大
な
副
反
応
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
気
に
か
か
る
こ
と
や
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
、
接
種
前
に
医
師

　

や
看
護
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
／
健
康
セ
ン
タ
ー

予
防
係

83
・
3
6
4
0

年
齢

生
年
月
日

65
歳

昭
和
25
年
4
月
2
日
〜
昭
和
26
年
4
月
1
日

70
歳

昭
和
20
年
4
月
2
日
〜
昭
和
21
年
4
月
1
日

75
歳

昭
和
15
年
4
月
2
日
〜
昭
和
16
年
4
月
1
日

80
歳

昭
和
10
年
4
月
2
日
〜
昭
和
11
年
4
月
1
日

85
歳

昭
和
5
年
4
月
2
日
〜
昭
和
6
年
4
月
1
日

90
歳

大
正
14
年
4
月
2
日
〜
大
正
15
年
4
月
1
日

95
歳

大
正
9
年
4
月
2
日
〜
大
正
10
年
4
月
1
日

1
0
0
歳

大
正
4
年
4
月
2
日
〜
大
正
5
年
4
月
1
日
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お知らせ

JR小千谷発電所一般公開

　第28回信濃川河岸段丘ウォークの開催にあわせ
て、JR小千谷発電所を一般公開します。普段見る
機会のない施設の見学ができます。入場は無料です。
たくさんの催しでみなさんのご来場をお待ちしてい
ますので、ぜひお越しください。
■日時／4月29日㈷午前10時～午後3時（雨天決行、
　荒天中止）
■会場／JR小千谷発電所内（駐車スペースに限りが
　あるため、お待ちいただく場合があります）
■内容／▷発電所施設見学会▷発電所の歴史写真の
　展示▷記念撮影コーナー▷スーパーボール＆人形
　すくいコーナー▷模擬店コーナー
■問い合わせ／JR小千谷発電所 82-2702

マ
イ
マ
イ
蛾
の
卵
塊
除
去
の
お
願
い

　

昨
年
は
市
街
地
な
ど
で
マ
イ
マ
イ
蛾
が
多
く
発
生
し
ま
し
た
。

マ
イ
マ
イ
蛾
は
約
10
年
周
期
で
大
量
発
生
し
、
一
度
発
生
す
る
と

2
〜
3
年
継
続
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
今
夏
の
大
量
発
生
を
防

ぐ
た
め
、
囲
い
外
し
の
時
な
ど
自
宅
の
壁
な
ど
に
マ
イ
マ
イ
蛾
の

卵
塊
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
卵
塊
の
除
去
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
マ
イ
マ
イ
蛾
の
卵
塊
除
去
時
の
注
意
点

▽
壁
な
ど
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
、
半
分
に
切
り
取
っ
た
角
型
の
ペ
ッ

　

ト
ボ
ト
ル
で
は
が
す
。

▽
作
業
時
は
、
ゴ
ー
グ
ル
、
マ
ス
ク
、
ゴ
ム
手
袋
な
ど
を
着
用
す
る
。

▽
集
め
た
卵
塊
は
土
に
埋
め
る
か
、
新
聞
紙
な
ど
に
包
ん
で
「
燃

　

や
す
ご
み
」
に
出
す
。

※
マ
イ
マ
イ
蛾
の
生
態
や
卵
塊
の
除
去
例
な
ど
の
詳
細
は
、
市
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.city.ojiya.niigata.jp/

掲
載
の
「
マ

　

イ
マ
イ
蛾
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
市
民
生
活
課
環
境
衛
生
係

83
・
3
5
0
9

イ
ノ
シ
シ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

昨
年
か
ら
市
内
で
も
イ
ノ
シ
シ
が
頻
繁
に
目
撃
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
建
物
の
窓
ガ
ラ
ス
を
破
損
す
る
被
害
な
ど
も
発
生

し
た
こ
と
か
ら
、
2
月
に
は
目
撃
情
報
を
も
と
に
猟
友
会
に
よ
る

駆
除
を
山
本
山
で
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
も
イ
ノ
シ
シ
が
出
没
す

る
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
の
で
、
山
へ
入
る
時
な
ど
は
安
全
に
十

分
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
イ
ノ
シ
シ
と
遭
遇
し
な
い
た
め
に

○
鈴
や
携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
で
人
の
存
在
を
知
ら
せ
る
。

■
イ
ノ
シ
シ
に
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら

○
あ
わ
て
ず
騒
が
な
い
で
、
ゆ
っ
く
り
後
退
し
、
静
か
に
そ
の
場

　

を
立
ち
去
る
。

■
イ
ノ
シ
シ
を
人
里
へ
寄
せ
付
け
な
い
た
め
に

○
不
要
に
な
っ
た
農
作
物
を
人
家
の
周
り
や
農
地
に
放
置
し
な
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
市
民
生
活
課
環
境
衛
生
係

83
・
3
5
0
9

指
定
ご
み
袋
の
交
付
申
請
書
を
発
送
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
次
の
方
を
対
象
に
、
指
定
ご
み
袋
を
無
償
で
交

付
し
ま
す
。

■
対
象
／

▽
生
活
保
護
世
帯　

▽
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
き
、
紙
お
む
つ
ま
た
は
ス
ト

　

マ
用
装
具
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

▽
在
宅
寝
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

▽
3
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
い
る
世
帯

■
申
請
方
法
／
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
記
載
さ
れ

て
い
る
交
付
場
所
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／

▽
市
民
生
活
課
環
境
衛
生
係

83
・
3
5
0
9

▽
保
健
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

83
・
4
0
6
0

住所 〒

世帯主氏名
氏名
電話番号
就職支援情報の
送付
（チェックをつ
けてください）

□上記住所へ送付を希望する
□上記以外の住所へ送付を希望する
　↓送付希望先住所
　〒

□希望しない

メールアドレス
（パソコンのみ）

住所 〒

氏名
様

成人式記念写真送付票　 （送付用）（市控用）

き　

り　

と　

り 〔　　　　 　　　　　〕

き　り　と　り

アンケートにご協力ください

●現在お勤めですか？
　□社会人　□学生　□その他

●現在のお住まいは？
　□市内　□県内（　　　）□県外（　　　　　）

●将来望む住まいは？
　□市内　□県内（　　　）□県外（　　　　　）



15　―　市報おぢや4月号

※気象データは、 小千谷市消防本部速報値です。（観測地：元中子）

お知らせ・健診日程

　　　　■問い合わせ／
　　　　　健康センター保健係
　　　　　 83-3640

▶会場は健康センターです。発熱や発疹など、普段と違う症状のある
　お子さんは、翌月の健診日にお越しください。
▶乳幼児健診の実施日には、先着順に番号札を配布します。
▶番号札配布開始時間／午前に開催の場合：午前8時30分～、午後に
　開催の場合：正午～

健診名健診名 対象対象 期日期日 受付時間受付時間 持ち物持ち物 その他その他
4か月児
健康診査

平成26年
12月生まれ

5月12日㈫ 13：00～
13：10

母子健康手帳、バスタオル、
替え用のオムツ

離乳食講習会を同時に行います。

10か月児
健康診査

平成26年
6月生まれ

5月13日㈬ 13：00～
13：10

母子健康手帳、替え用のオ
ムツ

離乳食後期の講習会を同時に行
います。

1歳6か月児
健康診査

平成25年
10月生まれ

5月14日㈭ 13：00～
13：20

母子健康手帳 歯科検診を行います。歯をみが
いてからお越しください。

2歳児
歯科検診

平成25年
4月生まれ

5月27日㈬   9：00～
  9：10

母子健康手帳、お子さんの
仕上げみがき用歯ブラシ

幼児食講習会と歯科衛生士によ
るブラッシング指導を行いま
す。歯をみがいてからお越しく
ださい。

3歳児
健康診査

平成24年
4月生まれ

5月26日㈫ 13：00～
13：20

母子健康手帳、目と耳のア
ンケート、生活習慣アン
ケート、採尿した容器

歯科検診を行います。歯をみが
いてからお越しください。

  5  5月月
乳幼児の健康診査日程乳幼児の健康診査日程

■まちのうごき（3月31日現在）

人口と世帯数
（　）内は前月比

気象データ　※ 消防本部出動状況 交通事故発生状況

27年3月 過去10年
の平均

27年
1～3月

26年
1～3月

27年
1～3月

26年
1～3月

男 18,521人(－61) 出生 20人 平均気温 3.8℃ 3.0℃
火災 4件 4件

件数 24件 23件

女 18,950人(－49) 死亡 41人 最高気温 19.7℃ 17.3℃ 死者 0人 0人

合計 37,471人(－110) 転入 156人 最低気温 -2.6℃ -4.2℃
救急 377件 351件

傷者 29人 29人

世帯数 12,750世帯(＋  3) 転出 245人 降水量月計 195.0㎜ 141.7㎜

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ふ
れ
あ
い
」
開
店

　

真
人
地
区
の
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
を
再
開
し

ま
す
。
地
元
野
菜
、
自
然
に
こ
だ
わ
っ
た
食

材
を
提
供
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
営
業
日
／
4
月
24
日
㈮
・
25
日
㈯
か
ら
毎

月
第
2
・
4
金
・
土
曜
日

■
営
業
時
間
／
午
前
11
時
30
分
〜
（
お
昼
の

み
営
業
）

■
場
所
／
ふ
れ
あ
い
交
流
館
（
真
人
町
甲
5

8
7
番
地
1
）

■
料
金
／
1
5
0
0
円
（
ご
飯
、
汁
物
、
主

菜
、
鉢
物
な
ど
5
・
6
品
）

■
定
員
／
各
日
30
人

※
お
一
人
で
も
提
供
し
ま
す
。

※
予
約
制
の
た
め
、
3
日
前
ま

　

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
キ
ラ
リ
真
人
女
性

部
（
担
当
：
渡
辺
）

0
9
0
・
4
5
3
7

・
7
1
1
5

片
貝
町
野
球
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

　

片
貝
町
野
球
連
盟
で
は
平
成
27
年
度
に
次
の

野
球
大
会
を
片
貝
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
／

▽
第
51
回
会
長
杯
野
球
大
会
：
4
月
26
日
㈰

※
予
備
日
：
5
月
10
日
㈰

▽
第
1
回
太
刀
川
杯
野
球
大
会
：
5
月
17
日
㈰

※
予
備
日
：
5
月
24
日
㈰

▽
第
51
回
節
句
野
球
大
会
：
6
月
14
日
㈰

※
予
備
日
：
6
月
21
日
㈰

▽
第
46
回
お
盆
野
球
大
会
：
7
月
5
日
㈰

※
予
備
日
：
7
月
12
日
㈰

▽
第
11
回
根
本
杯
野
球
大
会
：
8
月
23
日
㈰

※
予
備
日
：
8
月
30
日
㈰

■
参
加
料
／
5
0
0
0
円（
1
チ
ー
ム
1
大
会
）

■
申
込
締
切
／
各
大
会
が
開
催
さ
れ
る
10
日
前

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
片
貝
町
野
球
連
盟

84
・
3
7
7
5

84
・
4
1
1
5

第3回国際錦鯉幼魚品評会

　体長が12～36㎝までの手軽に飼育
できる錦鯉を一堂に集めた幼魚品評会
が当市で開催されます。入場は無料で
す。ぜひお越しください。
■一般公開／
▷4月25日㈯午後3時～5時
▷4月26日㈰午前9時～午後2時
■会場／総合体育館前コミュニティプ
　ラザ
■問い合わせ／全日本錦鯉振興会新潟
　地区事務局 83-3345

越後立て鯉展示観賞即売会

　体長が60㎝以下の様々な品種の錦
鯉を観賞、購入することができます。
入場は無料です。ぜひお越しください。
■一般公開／
▷4月25日㈯午前9時～午後5時
▷4月26日㈰午前8時30分～午後1時
■会場／総合体育館第1駐車場脇
■問い合わせ／小千谷市錦鯉漁業協同
　組合事務局 41-1405
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い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
で
も
、
花
粉
の
た

め
し
ば
ら
く
は
顔
半
分
を

マ
ス
ク
で
覆
い
な
が
ら
の

取
材
、
そ
し
て
、
若
干
残

る
体
の
重
さ
…
。
動
き
が

鈍
い
と
言
わ
れ
な
い
よ
う

に
が
ん
ば
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
い

●
4
月
か
ら
広
報
担
当
の

仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
と
全
く
違
う
業

務
に
携
わ
る
た
め
、
写
真

の
撮
り
方
や
編
集
な
ど
に

慣
れ
る
ま
で
は
不
安
も
あ

り
ま
す
が
、
お
お
ぜ
い
の

方
と
の
出
会
い
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
市
政
や
地
域

の
魅
力
を
わ
か
り
や
す
く

●
こ
の
春
の
異
動
で
、
市

報
の
編
集
か
ら
卒
業
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
市

報
の
よ
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

見
て
ま
す
よ
」
と
声
を
か

け
て
い
た
だ
く
こ
と
も
多

く
、
担
当
を
離
れ
る
の
は

さ
み
し
い
気
も
し
ま
す
。

今
後
は
カ
メ
ラ
で
は
な
く
、

子
ど
も
た
ち
を
連
れ
て
の

ん
び
り
と
イ
ベ
ン
ト
を
楽

し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

4
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。　
　
　
　

よ

●
長
か
っ
た
冬
も
終
わ
り
、

一
気
に
春
ら
し
く
な
り
ま

し
た
ね
。
お
久
し
ぶ
り
で

す
。
い
で
す
。
今
月
か
ら

ま
た
広
報
に
復
帰
さ
せ
て

編
集
室
だ
よ
り

問　題
　平成26年度中の小千谷市のふるさと
納税寄附件数は何件でしょう。
①　18件
②　76件
③　136件
■応募先／郵便番号、住所、氏名を明
　記のうえ、次の宛先までお送りくだ
　さい。〶947-8501小千谷市役所
　企画政策課秘書広報係（住所は記載
　不要です）
■締切／4月20日㈪（当日消印有効）

　3月号の答えは①「手焼きせんべい」
でした。抽選の結果、次の方々が当選
しました。
　国松孝子さん　　関ナツイさん
　松本圭汰さん

ちぢみの里の利用券が当たる 解答をはがきでお送りください。
正解者の中から、抽選で3人に
ちぢみの里の利用券を贈呈します。
市報おぢやの感想もあると担当は
うれしいのですが…

＜材料＞（4人分）
米   2合
だし用昆布   5㎝角1枚
雪下にんじん(なければ通常のにんじん)   中1本
生姜の甘酢漬けをみじん切りにしたもの   大さじ3
生姜の漬け汁   大さじ4
白煎りゴマ   少々
卵   M玉1個
塩   少々
サラダ油   少々
スナップえんどう   8枚
海老   4尾
レッドキャベツスプラウトまたはカイワレなど   適量
紅生姜   適量

＜作り方＞
①　米は、といで普通の水加減より5㎜少なめにし、す
　　りおろしたにんじん、だし用昆布、塩を入れて30分
　　～1時間浸して炊く。
②　ごはんが炊けたら、昆布を取り出しせん切りにする。
　　生姜の甘酢漬け汁を使い、酢飯にする。
③　酢飯に刻んだ昆布と生姜、白煎りゴマとともに混ぜ
　　合わせる。
④　スナップえんどうは塩を入れた湯でサッとゆでておく。
⑤　卵は割りほぐし、塩を少々入れ錦糸たまごを作る。
⑥　海老は下処理をしサッとゆでて、半分にカットする。
⑦　③をお皿に盛り付け、錦糸たまごとスナップえんど
　　う、海老、紅生姜、スプラウトなどを飾る。
※生姜と生姜酢を使うことにより香りも良く甘すぎず食
　べやすくなります。小さいお子様用には生姜の量を調
　整してください。

にんじんごはんの彩りちらし
　今回は、「魅力満載！！おぢや野菜を使った料理」をご
紹介します。今回は、甘みが凝縮された雪下にんじんを使
いおいしく変身した、にんじんごはんの彩りちらしです。
お祝いの席にぜひお試しください。

作ってみてね！この料理

＜栄養価＞（1人分）
▷エネルギー354㌔㌍▷たんぱく質10.1㌘▷脂質3.2㌘
▷カルシウム 46㍉㌘▷食物繊維 1.8㌘▷塩分1.0㌘

＜調理＞　小千谷市食生活改善推進委員

＜問い合わせ＞　健康センター保健係 83-3640

伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ふ

●
4
月
は
出
会
い
と
別
れ

の
季
節
で
す
ね
。
よ
さ
ん

と
の
別
れ
の
さ
み
し
さ
、

ふ
さ
ん
と
の
出
会
い
の
新

鮮
さ
、
い
さ
ん
の
復
帰
の

安
堵
感
と
、
様
々
な
気
持

ち
が
入
り
乱
れ
ま
す
。
そ

し
て
21
年
間
連
載
し
た
、

西
脇
正
久
さ
ん
の
「
小
千

谷
を
描
く
」
が
前
号
を
も

っ
て
終
了
し
ま
し
た
。
毎

号
、
様
々
な
小
千
谷
の
情

景
を
映
し
出
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
長
い
間
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。　
　
　
　
　

あ


